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国
の
責
任
で
安
心
で
き

る
保
育
・学
童
保
育
を

６
月
27
に
審
議
入
り
が
強
行

さ
れ
た
「
水
道
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
は
、
昨
年
の

通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
た
も
の

の
、
衆
議
院
解
散
に
伴
っ
て
廃

案
と
な
っ
た
も
の
と
同
じ
も
の

で
す
。

厚
労
省
が
、

水
道
法
改
定

が
必
要
な
理

由
と
し
て
掲

げ
て
い
る
こ

と
は
、
「
人

口
減
少
に
伴

う
水
需
要
の
減
少
」
「
水
道
施

設
の
老
朽
化
」
「
深
刻
化
す
る

人
材
不
足
」
等
、
水
道
の
直
面

す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
と

し
て
い
ま
す
。
改
定
案
に
含
ま

れ
て
い
る
中
身
の
ひ
と
つ
は
、

「
自
治
体
が
水
道
事
業
者
で
あ

り
続
け
な
が
ら
、
民
間
業
者
が

厚
労
省
の
認
可
を
受
け
水
道
施

設
の
運
営
権
を
受
諾
す
る
仕
組

み
」
で
す
。

し
か
し
、
29
日
に
開
か
れ
た

衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い

て
、
日
本
共
産
党
の
高
橋
議
員

の
「
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
経
営
基
盤
の
ぜ
い
弱
性
が

な
ぜ
生
じ
た
の
か
」
と
の
質
問

に
、
加
藤
厚
労
大
臣
は
「
広
域

化
が
進
ま
な
い
な
か
、
節
水
意

識
の
向
上
な
ど
、
水
需
要
の
減

少
に
伴
い
料
金
収
入
が
減
少
し

た
」
た
め
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
橋
議
員
が
「
世
界

で
は
民
営
化
後
の
管
理
運
営
水

準
の
低
下
な
ど
か
ら
再
公
営
化

が
進
む
な
か
」
で
、
「
政
府
が

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
担
保
策
と
し

悪
法
を
次
々
強
行
！

延
長
国
会

て
掲
げ
る
民
間
業
者
へ
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
監
視
）
」
に
つ
い

て
質
す
と
、
宇
都
宮
審
議
官
は
、

「
す
べ
て
を
自
治
体
自
ら
が
行

う
必
要
は
な
く
、
専
門
的
知
見

を
持
つ
第
三
者
を
活
用
す
る
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

高
橋
議
員
は
、
民
営
化
推
進

は
水
道
事
業
の
維
持
・
向
上
に

つ
な
が
ら
ず
、
「
自
治
体
が
リ

ス
ク
を
と
っ
て
、
も
う
け
は
民

間
に
ま
わ
す
も
の
」
と
批
判
し

ま
し
た
。

大
阪
市
議
会
は
、

民
営
化
方
針
を
二
度
ま
で
も
否
決

大
阪
市
で

は
、
橋
下
徹

市
長
時
代
の

２
０
１
４
年

４
月
に
、
初
め
て
水
道
事
業
の

民
営
化
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
翌
１
５
年
の
３
月
議
会

で
日
本
共
産
党
を
は
じ
め
、
維

新
の
会
以
外
の
す
べ
て
の
会
派

の
反
対
で
否
決
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
自
分
の
手
で
民
営

化
を
実
現
さ
せ
る
と
す
る
二
代

目
の
吉
村
市
長
は
、
１
６
年
３

月
議
会
に
１
年
前
に
否
決
さ
れ

た
も
の
に
ほ
ん
の
一
部
を
修
正

し
た
民
営
化
方
針
を
提
案
し
ま

し
た
。

約
１
年
か
け
て
議
論
が
重
ね

ら
れ
た
も
の
の
、
賛
同
が
得
ら

れ
ず
、
採
決
に
持
ち
込
め
ば
否

決
は
必
至
と
い
う
見
通
し
の
な

か
で
、
１
７
年
３
月
議
会
で
廃

案
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

会
期
延
長
さ
れ
た
国
会
で
は
、
過
労
死
を
促
進
す
る
「
働

き
方
改
革
」
一
括
法
が
強
行
採
決
さ
れ
る
な
ど
安
倍
政
権
の

暴
走
ぶ
り
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
22
日
の
会
期
末
ま
で
に
カ

ジ
ノ
実
施
法
案
や
水
道
法
改
定
案
な
ど
、
国
民
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
法
案
の
成
立
ま
で
狙
っ
て
い
ま
す
。

許せない！

水
需
要
の
減
少
、
老
朽
化
、
人
材
不

足
等
を
改
定
理
由
に
す
る
が･･･



日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
は
、
法
案
が

審
議
入
り
し
た
背
景
に
つ
い
て

「
『
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
の

緊
急
性
が
高
ま
っ
た
』
と
す
る

公
明
党
主
導
で
、
与
党
は
今
国

会
で
の
成
立
に
躍
起
だ
が
、
真

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
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水
道
事
業
の
民
営
化
は
、
日
本
が
誇

る
技
術
を
外
資
に
売
り
渡
す
こ
と

『
日
本
の
水
道
は
す
べ
て
民
営

化
す
る
』
と
国
際
公
約
し
た
。

民
営
化
に
よ
っ
て
経
済
合
理
性

を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
い
ず
れ
料

金
は
暴
騰
し
、
貧
乏
人
は
水
さ

え
飲
め
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
で
の
民
営
化
の

実
態
に
つ
い
て
、
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ニ
ラ
市
は
97
年
に
水
道

事
業
を
民
営
化
。
米
べ
ク
テ
ル

社
な
ど
が
参
入
す
る
と
、
料
金

は
４
～
５
倍
に
跳
ね
上
が
り
、

メ
ー
タ
ー
設
置
料
を
払
え
な
い

低
所
得
者
は
水
道
の
使
用
を
禁

じ
ら
れ
た
」

「
先
進
国
で
は
水
質
や
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
多
発
し
て
い
る
と

し
て
、
米
ア
ト
ラ
ン
タ
市
は
排

水
管
損
傷
や
泥
水
噴
出
が
相
次

い
で
も
、
復
旧
で
き
る
技
術
者

が
不
足
。
03
年
に
再
公
営
化
に
」

「
仏
パ
リ
も
日
本
と
同
じ
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
、
14

年
間
で
水
道
料
は
倍
増
。
10
年

に
再
公
営
化
」

「
２
０
１
５
年
ま
で
に
再
公

営
化
を
決
断
し
た
自
治
体
は
世

界
で
１
８
０
に
上
る
」
な
ど
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
か
ら
「
驚
く
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て
い
た

の
で
、
是
非
、
参
考
に
一
読
を
」
と
、
６
月
29
日
付

「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
」
の
切
り
抜
き
記
事
が
ふ
か
や
議
員

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

の
狙
い
は
ズ
バ
リ
、
水
道
事
業

を
民
営
化
し
、
日
本
が
誇
る
水

道
技
術
を
外
資
に
売
り
渡
す
こ

と
だ
」
「
麻
生
副
大
臣
は
２
０

１
３
年
４
月
、
米
シ
ン
ク
タ
ン

ク
・
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
講
演
で
、６月29日付「日刊ゲンダイ」

ビ
ッ
ク
リ
「
低
所
得
者
は
水
道
使
用
禁
止
」


